
■地域名       中川村 柳沢地区 

■特徴的な被害対策  地域全体で取り組む総合防除対策 

 

１ 地域の概要 

集落戸数 

 うち農家 
加害鳥獣 被害農作物等 備考 

３５ ３５ 
イノシシ、シ

カ、サル 
水稲、野菜、果樹 被害額1,200千円 

 

２ 実施した被害対策の内容 

区 分 実施に当たって工夫等したポイント 

これまでの経過 

・ 周囲を山林に囲まれた当集落では、イノシシ、ニホンジカによ

る被害が深刻化する中で、個々の農家によるトタン柵等の防除が

行われていた。 

・ 平成 15 年頃から、集落全体での防除対策の推進が検討されて

いたが、平成 18 年に集落の核となる者が、集落ぐるみによる被

害防止対策、野生獣の生態及び効果的な被害防止対策についての

学習会に参加し専門的な知識を学んだことを契機として、具体的

な防除対策の推進が図られた。 

生息環境対

策 

緩衝帯整備 １ha 

・ 山林と農地の境や地域内の遊休農地等を補助事業と集落住民で

実施。 

被

害

対

策 防除対策 

電気柵併用型防護柵 L=6,500ｍ H=1.5mの金網上部に電気柵5段

・ イノシシ、ニホンジカの他、近年ニホンザル被害も発生してい

ることから併用型を選択。 

被害状況 対策後の被害は報告されていない。 

効

果 その他特記

事項 

・ 昔から共同作業の出来る体制づくりが行われていることから、

防護柵の維持・管理については、地域全体で取り組む。 

・ 地域住民による維持・管理のための頻繁な見回りを実施し、防

護柵が突破された場合には、早急な補修を行うとともに、補強・

改善策を実施している。 

・ 村では狩猟免許の取得に係る経費への助成を行い、地域住民自

らの駆除班への参加を推進し、狩猟者の確保を図っている。 

・ 防除対策(防護柵設置)、生息環境整備、捕獲対策をセットとし

て実施し、併せて、個々の農家の対策や誘引原因の除去等を地域

全体で総合的に実施している。 

住民の方からの

コメント 

・ 今までは、せっかく作ったものを食べられてがっかりしていた

が、今年は作ったものが全部収穫できて嬉しかった。 

 



３ これからの課題 

失敗した事柄  

これからの課題 ・ 公道部分の防護柵の切れ目からの侵入に対する検討 

 

４ 成功に至ったポイント 

野生鳥獣被害対

策支援チーム 

 

 

５ 問合せ先 

上伊那地区野生鳥獣被害対策チーム 

（佐久地方事務所農政課 電話０２６５－７６－６８１４ 

       林務課   ０２６５－７６－６８２３） 

 

■被害対策に向けた打合せ・事前調査の状況 

研修会 講習会 

 

防護柵の現地検討  

 

 

 

 

詳細 



■集落ぐるみで防護柵設置作業 

防護柵設置位置図 電気柵併用型防護柵近景 

 


